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まとめ

ソ連邦中国などで観測された地震の前兆としての地

下水中のラドン水質等の変化の実例は地下水の地球

化学的手法による地震予知の可能性を示している.地

震予知は地球科学のあらゆる領域にまたがった総合的

なアプロｰチが必要であるが地下水の地球化学的手法

の特徴としては地盤の異常隆起等が観測されるなど

具体的な観測強化が必要な地域で観測網を集中する

ことによって比較的短期的な地震予知の役割りを果す

ことになるものと考えられる.現在川崎伊豆東

海関東等でのラドン地下水の観測網は地質調査所

東大理学部校とによって次第に整備されっつあるが

いずれは連続測定とテレメｰタｰ化が必要となろう.

地震予知はその社会的な影響が大きいことから確度

の高い予知が課題である.そのためには莫大な資料の

収集が必要でありその意味でわが国での地震予知研

究･調査の実験的検証を積み重ねる必要がある.

最後に当所の調査･研究業務のために心よく井戸

を使用させて頂いている関係市町及び井戸所有者の各位

ラドンの抽出温度測定など御協力頂いている方々に厚

く御礼申し上げます.
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